
様式１（特別支援学校）

【特別支援学校用】
令和３年度学校評価 結果

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●児童生徒一人一人のニー
ズに応じた指導・支援による
確かな学力の定着。
（〇新学習指導要領を踏まえ
た教育の実践）

〇段階や「育成すべき資質・能
力」を踏まえ、手立てを検討し、
確かに付けたい力を「つけること
ができた」８０％達成。

・毎月研修日を実施し、「育成すべき３つ
の資質・能力」を踏まえた「各教科の指
導」の授業づくりと授業改善を行う。

・「個別の指導計画」の年間及び学期の
目標作成において新学習指導要領の段
階表に沿って目標を立て授業を行う。

Ａ

・「育成すべき資質・能力」を踏まえた授業づくりについて
共通理解を図った。「国」「算/数」の指導を対象に、児童
生徒毎に「今年度確かに付けたい力」を設定し、手立て
の検討を行った。アンケートからも職員９７．９％、保護者
９８．３％が「大体できている」以上の評価をしている。現
在、次年度に向けて「生活単元学習」の検討に入ってい
る。
・個別の指導計画を立て授業を行うことができた。コロナ
禍で、行事や校外学習の変更により内容の見直し変更を
行った。

Ａ

・個別・特性に応じた指導支援が各教諭に浸
透している。
・十分評価できる。

○「小・中・高12年間の一貫
教育」の特長を生かす取り組
みの推進

〇特別支援教育の専門性の
向上

〇前年度の学びの履歴をもとに
「積み上げることができた。」の８
０％達成。
〇全学年・コースで生活単元学
習の年間計画を見直し、12年間
のつながりを考えて、次年度の
年間計画を立てる。

〇職員・保護者への「うれしの特
別支援学校スタンダード」の周知
徹底９０％以上。

・各教科の指導においても新学習指導
要領の段階に沿って次年度に引継ぎ12
年間一貫した計画にする。
・課程別学部縦割りグループで指導内
容を交換する。次年度に引き継ぐ個々
の学びの履歴を残す。生活単元学習の
年間指導計画を12年間でつなげる。
・所属学部以外の学部で職員の校内留
学等を試み「つながる」ことで、授業実践
に生かす。
・「うれしの特別支援学校スタンダード」
の理解と専門性の質を向上させるため
の新任者研修会の導入。

Ａ

・毎月研修日に、小・中・高縦割りグループで指導内容の
意見交換を行い、一貫教育を意識づけた。
・学部間校内留学の募集を行ったところ個人から３件、分
掌部から１件（職員数１０名）の希望があった。交換留学
で各学部の教育活動に触れたり生徒の実態を知ることで
小・中・高のつながりを考えるきっかけになった。
・うれ特スタンダードについての研修は、新任者研修およ
び初任研で実施し、機会あるごとに基本に立ち返っても
らった。このうれ特スタンダードに基づいた教育ができて
いるかという問いに、保護者の９５．５％、職員９５・７％が
「大体できている」以上の評価であった。

Ａ

・各種研修回数も増えており、校内交流や校
内留学も結果として出ている。
・十分評価できる。

●児童生徒が、自他の生命
を尊重する心、他者への思い
やりや社会性、倫理観や正義
感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動。

〇図書を活用した教育実践。
〇社会におけるルールやマナー
に関する指導の充実。

・読み聞かせを週に一回以上。
・授業計画だけでなく、児童生徒の実態
に合わせた指導体制の強化。

Ａ

・全学年・コースの７５％で読み聞かせが実施された。国
語や生活単元学習の中でも読書指導が行われた学年・
グループもあった。高等部では一人当たりの貸し出し数
が昨年より倍増した。
・高等部職業技能コースでは毎週、「気になる新聞記事」
についての調べ学習の課題を出し、社会に興味を持たせ
る取り組みを実施した。この取り組みにより、社会や時事
に興味を持ち、生徒自ら課題に取り組めるようになった。
・ルールやマナーについても計画的に行事ごとに指導す
ることで定着を図っている。

Ａ

・新聞を使った学習で本人の興味関心も取り
入れているところが素晴らしい。
・9月の「塩田町を盛り上げるプロジェクト」の模
擬選挙の記事等広報活動は生徒に社会への
目を開かせるものと思う。
・十分に評価できる。

●いじめの早期発見、早期対
応体制の充実

●いじめ防止等（いじめの定義、
いじめの防止等のための取組、
事案対処等）について組織的対
応ができていると回答した教員８
０％以上を目指す。

・いじめの対応についての研修・会議を
年間に５回以上行う。
・いじめに関するアンケート調査を年５回
以上実施する。

Ａ

・生徒及び保護者に対して５回のいじめに関するアン
ケート調査を行い、いじめの早期発見、早期対応を行うこ
とができた。
・職員研修を行い、学校におけるいじめは社会通念上の
いじめではなく、法的解釈におけるいじめとして捉え、覚
知・認知して、被害者の立場に立って対応していくことが
重要であることの共通理解ができた。
・些細なトラブルでもいじめ対策校内委員会を立ち上げ、
情報共有と組織的に問題解決に向けて取り組むことがで
きた。

Ａ

・説明を聞いていると、本当によく指導いただ
いている。きめ細やかに児童生徒の特性に合
わせて指導している。
・十分に評価できる。

〇◎進路希望の実現 〇児童生徒、保護者の進路ニー
ズに応じた情報提供や就業・施
設体験の設定を行い、「できてい
る」「おおむねできている」で９
０％以上。
◎進路希望達成率１００％の実
現。

・地域の企業や施設と連携・協働した職
員の体験研修や見学研修、保護者の進
路研修の実施。

・生徒、保護者の進路ニーズに合った就
業・施設体験の実施と事前・事後の進路
学習の充実。

Ａ

・後期就業・施設体験では中学部、高等部それぞれ学部
の目標や生徒の希望と保護者の思いに寄り添った体験
先を設定することができた。高等部３年生３２名のうち、１
４人が就職（Ａ型１名を含む）できたことは地域企業との
連携・協働が充実した結果である。福祉サービス利用の
生徒も全員、進路決定し、希望進路１００％を実現でき
た。保護者の見学研修を２日間、進路研修を２回、企画
広報部と連携して、計画、運営をし、保護者の進路への
意識と知識の向上を図ることができた。

Ａ

・コロナ禍の中で厳しいと思うが、１００％進路
決定されていることは素晴らしいと思う。次年
度も頑張ってほしい。特に重複障害の生徒た
ちにとって大変だと思うがお願いしたい。
・十分に評価できる。

〇◎積極的な社会参加 ○中学部・高等部の生徒たちの
社会参加率９０％以上、小学部
の生徒たちの参加率５０％以上。

・部活動を中心に、障害者スポーツ大
会、アビリンピック等への出場や各種文
化的行事・コンクールへの参加や出品の
奨励。
・寄宿舎との連携を図った余暇の充実を
考える時間の設定。
・居住地校交流と学校間交流及び地域
との交流への希望児童生徒のうち参加
者７０％以上。
・嬉野高校や地域の方々との体験交流
活動を年５回以上実施。

Ａ

・障害者スポーツ大会や嬉野市塩田町文化祭に出場す
ることができた。
・高等部においては、嬉野高校や地域の方との交流体験
学習を予定通り行うことができた。またアビリンピックに出
場し、ビルクリーニング部門で銅賞、喫茶サービス部門で
銀賞を獲得した。
・コロナ禍で間接的な交流もあったが、居住地校交流お
よび学校間交流は計画通り実施できた。
・中学部1年生の地域清掃活動では、回数は減ったが地
域の婦人会と交流を深めながら活動ができた。

Ａ

・コロナ禍の中でもできるだけのことはされて
いると思う。
・十分に評価できる。

●健康・体つく
り

●望ましい生活習慣の形成 ○児童生徒の歯と口の健康意識
を向上させるため、学校歯科医と
協力した歯科保健指導を実施す
る。
○感染症予防のための毎日の
健康観察・手洗い励行。教室換
気・施設消毒等の取り組みにつ
いて達成できたと思う教職員８
５％以上を目指す。

・学校歯科医、歯科衛生士の指導の下、
ブラッシング指導を計３回以上行う。
・県感染症情報センターからの感染情報
を玄関前掲示板に挙げ、２週間ごとに更
新し、流行疾患への注意喚起を促す。
・家庭と連携して、感染症予防のための
健康観察記録表に毎日記入をしてもら
い、児童生徒の体調を把握する。

Ａ

・今年度、歯科保健指導については歯科医師の協力のも
と小学部1クラス、中学部３クラス、高等部2コースの計80
名に対して染め出し検査やブラッシング指導を行い、自
分の歯や口の健康を保持増進する行動を意識づけする
ことができた。
・県感染症情報センターからの情報や暑さ指数は通年、
玄関前掲示板にて周知した。コロナ禍にありマスク着用と
手洗い定着している状況下では他感染症の流行は減少
している。
・各担任から家庭へ協力の依頼をすることで登校前の健
康観察は丁寧に実施されている。登校後の児童生徒の
様子もこまめに担任や主事より情報提供していただいて
おり、体調把握と感染症予防につながっている。職員の
アンケート結果も９８．６％となり目標を達成することがで
きた。

Ａ

・児童生徒の特性に応じた生活支援（歯磨きな
ど）学ばせてくれていると思う。
・十分に評価できる。

●地域支援

●効果的な地域支援に向け
た特別支援学校のセンター的
機能の充実
(〇地域の特別支援教育のセ
ンターとしての役割の発揮）

〇県西南部地区の特別支援教
育のセンターとしての役割を担
い、積極的に相談事業を推進
し、巡回相談及び来校相談にお
いては依頼に対する実施率１０
０％を目指す。
〇各学部・舎と連携し、地域の事
例に役立てるために、様々な
チーム支援の事例を８事例以上
まとめる。
〇分掌部と連携し、地域に役立
つ情報提供を行うなど、様々な
形で地域支援に取り組む。（５回
以上）

・地域支援リーフレット及び巡回相談の
案内を発信する。
・「特別支援教育コーディネーター地区
別連絡協議会」や「地域連携研修会」を
実施し、地域の学校等のコーディネー
ターとのネットワーク作り及び情報発信
を行う。
・相談支援部の分掌部会で「ケース会報
告」の機会を設ける。
・「各分掌部が持つ専門性とセンター的
機能」を一覧にし、年度末に実績をまと
める。

Ａ

・コロナ禍で「地域連携研修会」が開催できず「地区別連
絡協議会」もオンデマンドでの実施となったが、地域支援
リーフレット及び巡回相談の案内を送付したりアンケート
をとったりして、情報発信やニーズの把握に努め、巡回
相談や来校相談に於いてはコロナ禍による中止を除き１
００％実施。
・分掌部会で「ケース会報告」の時間を設け困難事例に
ついて情報共有するとともに、各学部でケース会を実施
し記録を整理した。（全１５ケース）
・他の分掌部と連携し、公開講座の実施や教材等貸出、
様々な情報提供等、地域支援に取り組んだ。（９回実施）

Ａ

・十分に評価できる。

●業務効率化の推進と時間
外勤務時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間
外在校等時間の上限を遵守す
る。

・１月の時間外勤務45時間以内（または
年間360時間）を職員一人一人が意識す
る。

B

・年度当初は時間外勤務の職員は例年並みであったが7
月以降は大幅に減少し、12月と1月は0名である。職員各
自の意識の変化が窺える。引き続き職員の意識改革を
図りつつ業務改革を行う。 B

・十分に取り組んでいる。

○「チームうれしの」を合言葉
に一人一人の時間外勤務削
減

〇学部行事などの業務内容の１
0％削除
〇全体朝礼の回数を減らし、学
部の打ち合わせ時間を増やす。
〇退勤時間を遅くとも１９時３０分
とする、

・各業務内容の効率化と平準化を図る。
・朝礼を週３回から２回に削減。

・１９時３０分超過勤務時の申請と管理
職面談による業務内容把握と改善。

B

・業務の見直しを各部で検討し、業務の効率化と平準化
を目指した。また朝礼は週2回実施、それ以外の連絡事
項は事務システムポータルの掲示板を活用して行った。
定時退勤も学部や学年、コースごとの設定に改めた。学
校評価アンケートにおいても本年取り組み内容について
保護者８２．６％、職員８５．２％がおおむね達成したと回
答している。上記同様に意識改革を継続して行い働きや
すい職場になるよう努める。

B

・十分に取り組んでいる。
・時間を見つけて、余暇活動にも力を入れてほ
しい。
・多様な生徒の受け入れ増大でますます心配
りが必要となる実情が実感できる。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

・3年間継続して同じ学校目標を掲げ取り組んできたことが徐々に定着し成果として現れ評価につながった。特に今年度は、職員の専門性を高め12年間の一貫教育の特長を生かすための第一歩と
して職員の校内留学や小中学部の企業開拓を実践し、各教師に児童生徒のキャリア教育のビジョンを抱かせることを狙いとした。次年度はさらに職員のスキルアップを図り、一貫教育の魅力を引き
出し唯一無二の学校づくりに取り組むとともに、インクルーシブな社会を目指して取り組んでいく。
・課題が残った働き方改革についても昨年度C、今年度Bと年々改善されている。次年度も引き続き職員の意識を高め、業務の改善を図る。
・A評価についてもさらに深化させてより充実した学校づくりにつなげていく。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

２　学校教育

    目標

３　本年度の

   重点目標

１　前年度

　評価結果の

  概要

・１０項目中７項目が「Ａ」評価、３項目が「Ｂ」評価であった。保護者アンケート等からも、おおよそ９割の方がおおむねできているという評価をいただくことができた。

・「業務の効率化推進と時間外勤務時間の削減」については、引き続き勤務時間の削減と業務効率化に向けて改善に向けた取り組みが必要である。

・昨年度はコロナ禍の影響もあり、生徒たちの「心の教育」の取り組みである居住地校交流やその他スポーツや文化活動への参加が計画通りといかなかったため、引き続き児童生徒たちの社会参加等を促しなが

ら、心の教育を推進してたくましく生きる力を育んでいく。

キャリア教育を推進することにより、児童生徒一人一人が個性と能力を発揮し、心豊かにたくましく、積極的に社会に参加し、貢献する人間を育成する。

（１）「小・中・高12年間の一貫教育」の特長を生かす取り組みの推進

（２）特別支援教育の専門性の向上　　　（３）新学習指導要領を踏まえた教育の実践　　（４）進路希望の実現　（５）積極的な社会参加

（６）地域の特別支援教育のセンターとしての役割の発揮　　　（７）教職員の働き方改革の推進

５　総合評

    価・次年

   度への展望

学校名 佐賀県立うれしの特別支援学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●学力の向上

●心の教育

●業務改善・
教職員の働き
方改革の推進

学校関係者評価最終評価


